


高浜町には、古くから地域の産業や文化を支えてきた石材がいくつか存在します。代表的なものとして挙げられるのが、内浦の日

引で採石された「日引石」です。このほかにも、三松の砥石の材料となる頁岩（けつがん）や、蒜畠の硯石が産出されていた記録が

あり、石と人々の暮らしが密接に結びついていたことがうかがえます。 

なかでも日引石は、その分布の広さから特筆すべき石材です。北は青森県、南は鹿児島県にまで及び、全国各地でその存在が確

認されています。町内に目を向ければ、神社の狛犬や宝篋印塔（ほうきょういんとう）など、主に寺社に関わる石造物に多く用いられ

ていますが、住宅建材として使用された例は現在のところ確認されていません。このことから、採石量が限られていた可能性や、用途

が宗教的・記念的な造形に特化していたことが考えられます。 

福井県の石材といえば、戦国大名・朝倉氏が用いた「笏谷石」（しゃくだにいし）が広く知られていますが、近年の調査では、日引

石は笏谷石の流通する以前の中世の段階から広く使われていた可能性も指摘されています。 

その背景には、日引石の材質が大きく関係しています。日引石は凝灰岩質安山岩に分類され、比較的柔らかく加工がしやすいと

いう特性があります。この性質は、細やかな彫刻や装飾を必要とする石造物にとって非常に有利であり、寺社にかかわる造形の発展

を支えたと考えられます。 

さらに興味深いのは、日引石が単なる石材としてだけでなく、「ブランド」として認識されていた可能性があるという点です。島根

県をはじめとする中国地方には、日引石特有の意匠を模した石造物や、「日引石製」と称される石造建造物が数多く分布していま

す。同じような材質であっても「日引石」と呼ばれること自体に価値が見出されていたとす

れば、その知名度と信頼性の高さがうかがえます。 

一方で、町内に残る日引石製品については、「どのような基準で日引石と判定するの

か」といった課題も残されています。見た目や伝承だけでなく、材質分析など科学的な手

法を取り入れた研究が今後ますます必要になってきます。 

高浜の石は、単なる郷土資源ではありません。かつて全国的に流通し、人々の祈りや文

化を形づくってきた歴史の証人でもあります。日引石をはじめとする地域の石材の実態を

解き明かすことは、高浜の新たな歴史像を切り拓く鍵となるに違いありません。                           
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高浜を元気にする軽トラ野郎たちの夢 

《知っとこ 高浜のお宝発見！》 「高浜に伝わる石の魅力～日引石を中心に～」 
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